
平成 26年 2月 24日 
 

「はまぎん女性経営塾」ニュース Ｖｏｌ．３ 
 
平成 26年 2月 19日（水） 「第４回 はまぎん女性経営塾」を開催しました（横浜

銀行との共催、会場：ＹＢＳ南幸ビル 横浜市西区）。 
4回シリーズの最終回である今回は、過去 3回の総まとめとして、「女性の活躍が社会

を変える ～そのために必要なこと、大切なこと～」をテーマに、パネルディスカッシ

ョンをおこないました。 
パネラーは、早川美穂氏（東京ガス株式会社神奈川支社長兼横浜支店長）、西郷公子氏

（神奈川新聞社県西総局長）、海内美和氏（海内工業株式会社取締役営業業務部長）、遠

山久恵氏（横浜銀行上永谷支店長）の 4名。進行は当社の調査部・山鹿副主任研究員が
務めさせていただきました。 
会場が 40 名を超える参加者でほぼ満席となるなか、パネラーの皆さまからは、お仕

事の内容、課題の克服法、ワークライフバランスに対する考え方など、ご経験を踏まえ

た貴重なお話をたっぷり頂戴いたしました。 
パネルディスカッション終了後、会場を移して懇親会へ。リラックスした雰囲気のな

か、名刺交換やご懇談を通して、パネラーとご参加者の距離がぐっと縮まった 1時間で
した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
来年度も、4 回を通じて皆様からいただいたアンケート等を参考に、企業で活躍する

女性の皆さまに役に立つ企画を考えてまいります。ご参加をお待ちしております。 
 

（文責：事務局 村松） 



平成 26年 1月 27日 
 

「はまぎん女性経営塾」ニュース Ｖｏｌ．２ 
 
平成 26年 1月 21日（火） 横浜市文化観光局長 中山こずゑ講師による「第 3回 は

まぎん女性経営塾」を開催しました（横浜銀行との共催、会場：ＹＢＳ南幸ビル 横浜

市西区）。 
ご講演タイトルは「自分自身をマーケティングする ～考えよう、キャリアパス」。 
平成 23 年、林市長のヘッドハンティングによって、日産自動車・ブランドコーディ

ネーションディビジョン副本部長から横浜市に移られ、以後、市の文化観光行政のトッ

プとして大活躍されている中山講師。キャリアアップの過程での様々なご苦労も、すべ

て有益な経験と考えてしまうプラス思考が印象的でした。後半のホワイトボードを使っ

た「自分マーケティング」論は大学の講義のよう。AKB48 まで飛び出す新鮮な切り口
は、多くの参加者を魅了しました。 
中山講師のお話では、横浜市への観光客数は、文化観光局の意欲的な取り組みもあっ

て、近年、宿泊客を中心に増加基調にあるそうです。ご関心のある方は、文化観光局の

ホームページ（http://www.city.yokohama.lg.jp/bunka/）にぜひ一度アクセスされるこ
とをお勧めします。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
次回は早いもので今シリーズの最終回。2月 19日（水）に以下の４氏によるパネルデ

ィスカッションを予定しております。スタッフ一同、皆さまのご参加をお待ちしており

ます（新たに参加を申し込まれる場合は、4ページ目の参加申込書をお使いください）。 
 
パネラー 早川美穂氏（東京ガス株式会社神奈川支社長兼横浜支店長） 

西郷公子氏（神奈川新聞社県西総局長） 
海内美和氏（海内工業株式会社取締役営業業務部長） 
遠山久恵氏（横浜銀行上永谷支店長） 
司会 山鹿亜紀子（当社調査部副主任研究員） 
※パネルディスカッション終了後、簡単な懇親会（参加費無料）を予定しております。 

 
 

（文責：事務局 村松） 



平成 25年 12月 24日 
 

「はまぎん女性経営塾」ニュース Ｖｏｌ．１ 
 
平成 25年 12月 17日（火） 海内工業株式会社 取締役営業業務部長 海内美和講

師による「第 2回 はまぎん女性経営塾」を開催しました（横浜銀行との共催、会場：
ＹＢＳ南幸ビル 横浜市西区）。 
ご講演タイトルは「仕事でいちばん大切なこと ～自分らしく生きるために～」。 
リーマンショックを契機に金融業界から家業の精密板金加工の世界に飛び込み、驚異

的なヴァイタリティーとファンドマネージャー時代に培った緻密なアナリスト的思考で、

職人気質の町工場の変革に打ち込む日々を、スピーディーな語り口でお話しいただきま

した。途中全員参加のナンバーズゲームを挟んで、あっという間の 1時間半でした。 
講演翌日、12月 18日の日経新聞朝刊神奈川版「つむぐ」に、海内講師の記事が掲載

されています。ぜひご一読を。 
次回は、年が明けて平成 26 年 1月 21 日（火）、横浜市文化観光局長の中山こずゑ氏

をお招きして開催する予定です。皆さまのご参加をお待ちしております（新たに参加を

申し込まれる場合は、3ページ目の参加申込書をお使いください）。 
（文責：事務局 村松） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


